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例 会 発 表 要 旨 第146回1996.2.10. 『デザイ ン理論』35/1996

家 電 メー カー にお け るIDデ ザ イ ナー の役割 の変 遷
一 時代背景 とIDデ ザインの関連1生についてめ分析 一

佐藤宰治/三 洋電機株式会社

はじめに

戦後50年 を経て,い ろいろな分野において過

去 を振 り返 り,エ ポックとなる出来事 ・事柄

を歴史的に検証することが行われている。

IDデ ザイ ンの世界で も,戦 後のデザイン

導入期 を担 ってきた人達が高齢に成 ってきた

ことやその時代の記録 ・製品が失われっつあ

ることから危機感 を持って博物館を設立 した

い との機運が高 まっている。

意匠学会'95年 度大会でのシンポジューム

「デザインの関西性」では,関 西家電3社 の

エポック的な商品を取 り上 げ,時 代の変化に

伴ったデザインの変遷を概論的に述べた。

今回の研究発表では,家 電 メーカーに勤務

するデザイナーとして内部から見た時代背景

とIDデ ザインの関連性 を考察 したい。1950

年代から1990年 代迄の関西家電メーカーの生

み出したエポック的な商品 と時代背景,特 に

経済 との係わ りや商品が市場 に出て くる状況,

技術革新,そ してデザインの果たした役割に

ついて述べたい。

電気製品のデザインは,単 独で存在するも

のではなく,い ろいろの要素が絡み合って成

立する と考 えるからである。製品の開発が ど

の ような社会的 ・経済的背景の中で行われて

きたのか,ま た我々の生活 にどのように係わ

っているのかを考察することが,デ ザインす

ることの意味をはっき りさせて くれると考え

る。そ こで最初 に,1945年 か ら1995年 間迄の

日本経済に影響を与えた大きな事件 ・出来事

をエポ ックにしてその時代特徴を8期 に分け,

デザイン部門の役割の変化についても8つ に

分 けて分析する。

その前に,デ ザイナーの役割の変化を生活

の変化に合わせて分析する為 に,時 代背景の

中で も大 きな影響があった経済発展 とデザイ

ンの役割 を関係づける資料を示す。

〈円 ・ドル相場の変化〉

〈国内総生産 と経済成長率の推移〉

〈電気メーカーの売上高/輸 出額の推移〉

〈電化製品の普及/保 有率の推移〉

〈電機メーカーのデザイナー数の推移〉

〈意匠登録出願件数の推移〉

次に,デ ザインの役割 の変遷 を見て行 きた

い。(抄 録 では,デ ザインされた商品例,そ

の背景や影響を与えた事象については省略)

〈デザイン活動〉 年代

日本経済の時代区分

〈黎明期>1945～1950

戦後混乱の時代(朝 鮮戦争勃発まで)

設計の補助的役割 として簡単な外観スケ ッ

チ,色 彩材質指定,銘 板バ ッチ類版下制作

〈導入期>1951～1955

豊かさへの憧れの時代(日 米平和協定締結以

降)

技術部意匠係 としてカバーリングデザイン

の段階。 しかし,製 品の機種,品 目も増加 し

工業デザインの認識 も高 まってきた。 しか し,

まだデザイナーはアーティス トの延長上に存

在 していて,組 織的活動 と言うよりは,個 人

の優れた造形力に寄 っていた。

〈興隆期>1956～1965

高度成長時代(神 武景気以降)

やがて,デ ザイン外観上の造形だけでなく

内部機構 と一体 となって開発するようになっ

た。 日本のIDに とっては,一 番熱心 に学び,
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技法が向上 した時代であった。デザイナー数

増加やがて,日 本調のネー ミングの商品,木

目 ・家具調デザインも生 まれた。

〈成長 ・充実期>1966～1972

充実 ・確立の時代(万 国博の前後)

輸出振興の手段 としてデザインが有効であ

ることが認められ,企 業の中にデザイン組織

が定着 してい くのである。デザイン部門の役

割が非常に高 くなった時代。

〈転換期>1973～1979

見直しの時代(オ イルショック以降)

消費者の多様化が進み,製 品化プロセスに

おけるデザイン調査 ・、企画 ・制作の機能が一

層重要なもの となり,消 費者ニーズを先取 り

した先行デザインが試みられるようになった。

〈新展開 ・成熟期>1980～1986

新展開の時代(第2次 オイルシ ョック以降)

マーケティングの差別化戦略としてデザイ

ンが取 り上げられ,個 々の商品企画か ら生活

設計へのソフ ト提案(生 活 コンセプ ト)企 画

にも参画。 ト广タルデザイン,シ ステムデザ

イン志向を推進。

〈バブル期>1987～1990

バブルの時代(財 テクブーム以降)

感性の時代 と言われデザインに対する期待

も高まり,デ ザインか ら提案した商品が多 く

出た。新規事業 プロジェク トにも一部のデザ

イナーが参画するようになった。

〈変革期>1991～1995

革新の時代(バ ブル崩壊以降)

円高の急速 な進展は,日 本経済にさまざま

な影響を及ぼした。バブル経済の崩壊 と共に,

成長神話 も終焉を迎 え,あ れほど強かった日

本企業 をして も生産活動の海外移転 を余儀な

くされている。デザインのテーマがデジタル

技術 とアナログである人間の感性を繋 ぐヒ訟

一マ ンインタフェースへ と変わって来ている。

結び

今回の発表は,企 業におけるデザインの役

割の変遷 と言 うテしマだ った訳ですが,経 済

活動 との係わ りの中でのデザインということ

で,い ろいろな経済的な指標 を元に,具 体的

に,そ の影響 と関連性を考察することがデザ

インを考えるときの新 しい切 り口となるので

はないか と考 えたわけです。戦後,日 本経済

がアメリカの影響を受けなが ら成長 してきた

様 に,日 本にIDが 導入された ときには,ア

メリカの豊かさに憧れ,模 倣か ら始 まり,現

在 まで追い付 き追い越せ と頑張ってきたので

す。そのデザイン活動は,ビ ジネスとしての

IDの 確立を果たし,企 業の組織の中にしっ

か りと位置付 けられる様 にな り,日 本の経済

活動を推進する一翼を担 った といえます。

結論 として言えることは,総 合家電 メーカ

ーにおけるIDデ ザイナーの役割は ,企 業活

動め中に入 り込んでいくζとで日本経済の発

展 とともに拡大 して きたが,日 本経済が曲が

り角に来た時に,運 命共同体 としてその盛衰

が成されていることがわかる。

今後,円 高基調の基で生産の海外移転が進

んでい くことは,IDデ ザイ ンの世界がグロ

ーバル化することであり,海 外との分業 また

は共同ワーク等,日 本国内にこだわってはい

られないということを意味すると考える。こ

のこと億,工Dデ ザイナ亠の育成,教 育にも

大 きな影響を与 えていくものと考える。

以上
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